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公益社団法人全国市有物件災害共済会 

第７６回定時総会議事録 

 

１ 日  時  令和４年６月３０日（木） １６時００分～１６時３６分 

２ 場  所  東京都千代田区平河町二丁目４番１号 

        日本都市センター会館５階 オリオン 

３ 会員総数及び定足数 

（１）会員総数              ７９２市 

（２）定足数               ３９７市 

４ 出席会員数              ７２６市 

５ 出席した会員の議決権の数       ７２６個 

うち、総会会場に出席の会員        ７個 

   Ｗｅｂ（ＺＯＯＭ）で出席の会員   ６個（※） 

書面による議決権行使書提出   ３２６個 

委任状提出           ３８７個 

 なお、Ｗｅｂ（ＺＯＯＭ）で出席の会員６個（※）について、当日の議長による

出席者数の確認時点で４市とカウントしたが、最終的に６市の出席が確認できたた

め６個に訂正し、議決権行使書提出及び委任状提出数を合わせて訂正した。 

６ 出席役員 

  代表理事  福田紀彦（理事長）、高橋徹（理事長職務代理者）、三冨吉浩（常

務理事） 

監  事  石川哲治 

７ 挨拶 

総会の開会に当たり、福田紀彦理事長（以下「福田理事長」という。）が挨拶を

行った。 

８ 議事の概要 

  定款第１４条第１項に基づき、福田理事長が議長に就き、総会の開会を宣言した。 

次に、議長は事務局に出席会員数を確認させ、事務局から定款第１６条に規定す

る定足数に達している旨の報告があった。 
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議長は、議事録について定款第１８条第２項に基づき、議長及び議長が指名した

三冨吉浩常務理事（以下「三冨常務理事」という。）が記名押印することを告げ、

議事の審議に入った。 

 

【報告事項】 

  報告第１号「令和３年度事業報告及び決算について」 

  報告第２号「令和４年５月開催の通常理事会の決議等の内容について」 

 

   三冨常務理事から、報告第１号及び報告第２号について一括して説明を行った。 

   まず、報告第１号では、理事会で承認を受けた令和３年度の事業報告及び決算

（貸借対照表、損益計算書、財産目録、キャッシュ・フロー計算書等）について

定款第３９条第２項に基づき報告した。 

続いて、報告第２号では、令和４年５月１７日の通常理事会の決定及び報告事

項について報告した。 

 

【決議事項】 

議案第１号「理事の選任について」 

  

三冨常務理事から、議案第１号及び議案第２号について一括して説明を行った。 

現在就任している理事及び監事は、定款第２４条第１項に基づき、本日の定時

総会の終結の時をもって任期が満了するため、この定時総会において理事及び監

事を選任する必要がある。 

まず、理事については議案第１号に記載の２０名の選任について諮るところで

あったが、このうち、広島市副市長の小池信之氏が６月２６日付けで副市長を退

任されることとなり、候補者辞退届が提出されたため、他の１９名を定款第１９

条第１項第１号及び第２０条第１項並びに総会運営基準第２条第７号アの規定

に基づき理事として選任したい旨の説明を行った。 

    

   川崎市長   福 田 紀 彦 氏 
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札幌市副市長 町 田 隆 敏 氏 

旭川市副市長 中 村   寧 氏 

青森市副市長 能代谷 潤 治 氏 

仙台市副市長 藤 本   章 氏 

宇都宮市副市長 酒 井 典 久 氏 

日野市副市長 荻 原 弘 次 氏 

新発田市副市長 伊 藤 純 一 氏 

金沢市副市長 相 川 一 郎 氏 

関市副市長 山 下 清 司 氏 

名古屋市副市長 杉 野 みどり 氏 

大阪市副市長 高 橋   徹 氏 

神戸市副市長 今 西 正 男 氏 

倉敷市副市長 生 水 哲 男 氏 

高松市副市長 加 藤 昭 彦 氏 

宇和島市副市長 玉 田 光 彦 氏 

福岡市副市長 光 山 裕 朗 氏 

熊本市副市長 深 水 政 彦 氏 

学識経験者 三 冨 吉 浩 氏 

 

また、監事については議案第２号により、次の２名を定款第１９条第１項第２

号及び第２０条第３項並びに総会運営基準第２条第７号アの規程に基づき監事

として選任したい旨の説明を行った。 

 

学識経験者   遠 藤 幸 子 氏 

学識経験者   西 川   敏 氏 

    

三冨常務理事の説明後、議長は、議案第１号及び議案第２号の採決を行うこと

を宣言した。続いて、採決方法について、会場に出席の会員（Ｗｅｂ出席会員を

含む。以下「会場出席会員」という。）による投票に加え、これに書面による議



4 

 

決権行使書及び委任状の数を集計し、採決の結果とする旨の説明を行った。 

投票方法は、事務局から会場出席会員（議長（川崎市）を除く７市）に１枚ず

つ「投票用紙」を配付（Ｗｅｂ出席会員６市はＷｅｂ会議室システム（ＺＯＯＭ）

投票機能により投票）し、理事候補者及び監事候補者それぞれ１名ごとに賛否を

記入できる方式により行い、会場出席会員が賛否を記入した後、事務局が「投票

用紙」を回収し、総会の会場内にて集計作業を行った。 

議長が、事務局に採決の集計の報告を求めたところ、事務局から、議案第１号

及び議案第２号の各候補者について、（Ｗｅｂ出席会員を含む）会場出席会員の

１３市が賛成、書面による議決権行使書による賛成が３２６市、議長への委任が

３８７市であることを報告した。 

この報告を受け、議長は、理事候補者１９名及び監事候補者２名について、会

場出席会員の賛成票（１３票）、書面による議決権行使書の賛成票（３２６票）

に加えて、議長自ら賛成の意向を表するため、議長委任による議決権行使会員（議

長により議決権を行使する川崎市１票を加算し３８８票）が賛成票となることか

ら、理事及び監事の各候補者は、議決権を行使した会員の過半数の賛成を得てい

ることを採決の結果として説明し、定款第１７条第１項に基づき、１９名が理事

に、２名が監事に選任された旨を宣言した。 

  

議長は、以上をもって議事を終了した旨を述べ、１６時３６分閉会した。 

 

議事の経過の要領及びその結果を明確にするために、この議事録を作成し、議長及

び議事録署名人は記名押印する。 

 

令和４年６月３０日 

 

理事長  福田 紀彦  印 

 

 

                        常務理事 三冨 吉浩  印 


